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学部 3年生 1名，学部 4年生 12名の計 13名に二重ループ
表 3 実験 2 の実験種類別学習者数
完成プログラムを見て 動画を見て
類似課題を解く 類似課題を解く
二重ループ課題 9 名 16 名
構造体課題 7 名 16 名



















り，完成した 2名の平均所要時間は 13分 12秒だった．実
験後のアンケートにより 3名とも「動画を見ることで解き
やすくなった」，「動画を見たことでプログラムを読む手順
がわかった」と答えた．また，修士 1年生 1名は過去 2年
間プログラミングを行っていなかったが，動画をみること
でプログラミングを思い出せたとの意見を述べていた．
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表 4 実験 2 の結果 (個人単位)
グループ 課題 1 課題 2 課題 3
A { { {
A { { {
A { { {
A { 26'16" {
A { 25'01" {
B { { 30'16"
A { { 25'18"
A { { 21'08"
A { { 17'11"
B { { 15'21"
B { { 11'19"
B { { 7'20"
A { 11'46" 7'03"
B 18'40" { 10'13"
B 16'09" 19'45" 12'33"
B 15'59" 30'25" 10'18"








10 分間見てから類似の課題を制限時間 30 分で解いても
らったところ，制限時間内にプログラムを完成できたのは


























た課題 1と課題 3の結果を比較すると，課題 1も課題 3も
未完成の学習者が 5名，課題 1は未完成だが課題 3は完成
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図 2 実験 2 学習者アンケート結果
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